
             

所在地 遺跡の内容 調査予定期間

 浜田市三隅町岡見　 　郭や堀切が残る中世の砦跡 　5月～12月

 益田市西平原町 　中世の集落遺跡 　5月～9月

遺跡名

　普源田砦跡

　蔵廻り遺跡

い わ み じ こ と づ て

島根県埋蔵文化財調査センターでは、道路建設などに伴って調査が必要とな

る遺跡の発掘、出土品の管理、文化財の啓発活動などを行っています。

この度、三隅益田道路建設に先立って、浜田市三隅町で１か所、益田市西平

原町で１か所発掘調査をすることになりました。

つきましては、この『石見路の言伝』を通じて、調査の様子をお知らせしま

すので、皆様には、調査へのご理解をいただきますよう、よろしくお願いいた

します。
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発掘調査事務所

島根県埋蔵文化財調査センターからのお知らせです
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お願い！！

発掘調査中の遺跡には、深い穴や急傾斜地など危険な場所があります。

安全ロープを張るなど危険防止には十分に配慮いたしますが、事故などのおそれがあります

ので、くれぐれも無断で立ち入ることが無いようにお願いいたします。

見学を希望される場合は事前にご連絡ください。

普源田砦跡(浜田市三隅町岡見)
丘陵上に広い平坦面(郭)が２か所と、敵の侵入を防ぐための堀切という施設が2か所存在し

ます。平坦面では、戦国時代の陶磁器が見つかっています。

蔵廻り遺跡(益田市西平原町)
昨年の調査で、室町時代に造られたと考えられる長さ12ｍ以上、深さ1.6ｍの大きな遺構

が見つかりました。遺構の中からは、中国から輸入された高級な陶磁器の破片も見つかっ

ています。この陶磁器の中に当時流行しはじめた茶道の道具が含まれていたのも大変興味

深いです。


